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田
原
祭
の
あ
ゆ
み

城
下
町
文
化
の
粋
を
集
め
た
豪
華
な
か
ら
く

り
中
型
町
を
ゆ
る
が
す
大
煙
火
・
御
輿
・
夜

山
車
な
ど
様
々
な
行
事
の
行
わ
れ
る
田
原
祭
も
、

永
い
変
遷
を
経
て
今
日
の
姿
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
楽
し
み
受
け
継
が
れ
て

き
た
田
原
祭
も
、
現
在
の
形
は
明
治
期
に
確
立

さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
田
原
祭
の
歴
史
の
概

要
を
、
田
原
町
史
や
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

間
目
作
司
氏
の
資
料
な
ど
を
参
考
に
さ
せ
て
頂

き
、
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

田
原
祭
は
、
徳
川
中
期
ま
で
は
能
好
神
社
一

社
の
祭
礼
で
あ
り
ま
し
た
が
、
約
二
四
〇
年
前

の
宝
歴
三
年
（
一
七
五
三
年
）
よ
り
能
醇
神
社
、

神
明
社
、
八
幡
社
の
三
社
祭
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
明
治
初
年
ま
で
続
き
ま
し
た
。

祭
の
行
事
は
、
祭
礼
踊
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、

踊
り
か
ら
次
第
に
歌
舞
伎
芝
居
、
神
楽
芝
居
が

奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
名
人
も
多
く
現
れ
、

殿
様
も
見
学
に
来
た
こ
と
が
記
録
に
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

宝
歴
七
年
二
七
五
七
年
）
城
の
日
記

「
帯
留
帳
」
八
月
六
日
の
と
こ
ろ
に
、
本
町
・

上
り
町
・
横
町
・
中
町
申
し
合
わ
せ
て
合
同
で

藩
の
浅
黄
無
紋
の
横
幕
・
天
幕
を
借
用
し
て
辛

を
仕
立
て
た
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
田
原
の
「
山
車
」
の
始
め
で
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

嘉
永
二
年
二
八
四
九
年
）
八
月
、
本
町
で

「
傘
鉾
幕
」
を
新
調
し
て
お
り
、
現
物
が
田
原

町
民
俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
を
み
る
と
前
後
は
縦
横
約
一
間
、
奥
行

た

傘雪傘雪間
鉾ぎ鉾ぎ半
は　山だの
’車し男
か　の　打
房
の
赤
い
幕
で
あ
り
、
仕
立
て

さ　大

の　き

上　さ
に　が

鉾　し

を　の

建　ぼ
て　れ

ひ神　ま

と
し
た
も
の
で
、
「
昇
き
山
」
と
「
曳
き
山
」

の
二
種
類
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

傘
鉾
を
仕
立
て
、
祭
礼
踊
を
し
な
が
ら
楽
し

ん
だ
三
社
祭
、
ま
た
の
名
を
傘
鉾
祭
と
も
言
わ

れ
明
治
初
年
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。

明
治
十
年
二
八
七
七
年
）
巴
江
神
社
が
社

殿
を
改
築
す
る
頃
ま
で
、
三
社
祭
の
職
が
建
て

ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
そ
れ
以
後
は
神
明
社
1
八

幡
社
の
祭
を
田
原
祭
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

熊
野
社
は
昭
和
三
十
五
年
巴
江
神
社
に
合
祀

さ
れ
る
ま
で
、
毎
年
旧
八
月
十
五
日
に
祭
礼
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
巴
江
神
社
は
十
月
二
十
三
日

の
兄
島
高
徳
の
命
日
が
祭
礼
の
臼
で
あ
っ
た
が

の　す
寄　0
代

「寓　留　帳」



ご
あ
　
い
　
さ
　
つ

田
原
町
長
　
柴
田
芳
三

田
原
本
町
の
山
車
の
修
復
完
工
に
当
た
り
一
言
お
祝
い
を
申
し
上

近
年
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、
田
原
町
に
は
古

来
か
ら
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
田
原
祭
と
い
う
豪
華
絢
欄
た
る
伝

統
文
化
行
事
が
、
今
日
も
変
わ
ら
ず
町
民
に
愛
さ
れ
受
け
継
が
れ
て
お

り
ま
す
。

中
で
も
萱
町
・
本
町
・
新
町
の
三
町
に
は
、
祭
り
の
主
役
と
も
い
う

べ
き
山
車
が
あ
り
、
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
の
あ
る
華
や
か
で
精
巧

な
か
ら
く
り
人
形
が
、
祭
り
の
賑
わ
い
と
熱
気
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
田
原
町
の
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
本
町

の
山
車
は
、
三
町
で
二
番
目
に
古
く
、
明
治
二
十
九
年
に
新
調
さ
れ
、

九
十
七
年
と
い
う
長
い
年
月
を
経
て
お
り
、
山
車
も
人
形
も
相
当
に
傷

ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

老
朽
化
の
中
、
こ
の
度
皆
様
方
の
熱
意
と
御
努
力
が
実
を
結
び
、
全

面
修
復
と
い
う
か
く
も
立
派
に
完
工
を
み
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
慶
祝

に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
先
人
達
の
数
々
の
思
い
出
を
刻
ん
で
き
た
田
原
祭
か
ら

く
り
人
形
の
山
車
が
、
田
原
町
の
伝
統
文
化
と
し
て
今
後
と
も
末
長
く

後
世
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
す
る
と
と
も
に
、
今
回
、
修
復
の
た

め
に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
本
町
自
治
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆

様
方
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
お
祝
の
言
葉
と

致
し
ま
す
。

ご
あ
　
い
　
さ
　
つ田
原
町
議
会
議
長
　
真
木
健
治

本
町
山
車
修
復
記
念
誌
の
発
刊
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
の
畳
山
車
は
、
明
治
二
十
九
年
に
新
調
さ
れ
て
以
来
、
は
や
一

世
紀
近
く
の
歳
月
を
経
て
老
朽
化
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
自
治
会

の
皆
さ
ん
の
修
復
に
寄
せ
る
熱
い
期
待
と
自
治
会
長
さ
ん
始
め
役
員
の

方
々
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
、
こ
こ
に
立
派
に
修
復
が
成
り
ま

し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

祭
り
は
、
そ
の
土
地
の
歴
史
と
風
土
か
ら
生
ま
れ
、
先
人
の
暮
し
の

中
で
育
ま
れ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
文
化
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
修
復
さ
れ
ま
し
た
畳
山
車
と
人
形
は
、
昭
和
六
十
三
年
七

月
に
萱
町
、
新
町
の
も
の
と
合
せ
て
三
台
が
田
原
町
の
有
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
指
定
を
受
け
て
お
り
、
後
世
へ
継
承
し
て
い
く
貴
重
な
文
化

財
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

先
人
の
熱
い
心
意
気
と
思
い
入
れ
が
伝
わ
る
豪
華
な
山
車
、
か
ら
く

り
人
形
の
巧
妙
な
動
き
、
笛
・
太
鼓
・
鼓
な
ど
華
や
か
な
道
嚇
子
の
響

き
、
山
車
に
集
ま
る
人
々
の
さ
ざ
め
き
と
田
原
の
祭
り
は
い
や
が
上
に

も
郷
愁
と
ロ
マ
ン
を
か
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

歓
喜
、
躍
動
、
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
を
培
う
田
原
の
祭
り
が
、
飛
躍
、

発
展
す
る
田
原
の
源
と
し
て
末
永
く
継
承
さ
れ
、
さ
ら
に
充
実
発
展
す

る
こ
と
を
念
願
し
、
修
復
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
関
係
の
皆
様
に
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



宝
歴
七
年
二
七
五
七
年
）
　
城
の
日
記

の
兄
島
高
徳
の
命
日
が
祭
礼
の
日
で

戦
後
の
昭
和
三
十
四
年
頃
か
ら
神
明
社
・
八
幡

社
の
祭
礼
と
合
わ
せ
、
九
月
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

明
治
に
入
り
城
主
と
共
に
あ
っ
た
祭
も
一
変

し
ま
し
た
。

従
来
の
傘
鉾
に
替
り
、
祭
の
主
体
で
あ
る
畳

山
車
を
、
名
古
屋
で
発
展
し
た
か
ら
く
り
人
形

と
共
に
、
城
下
町
文
化
を
表
す
本
格
的
な
山
車

に
切
り
替
え
、
ま
た
明
治
二
十
七
、
八
年
頃
に

は
も
う
一
つ
の
祭
の
主
役
で
あ
る
手
簡
煙
火
が
、

「傘　鉾　幕」箱書

田
原
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

華
や
か
な
察
、
心
意
気
を
し
め
す
田
原
祭
へ

と
、
明
治
の
人
々
は
各
町
内
へ
の
思
い
入
れ
と

共
に
行
事
を
組
立
て
、
山
車
を
作
り
ま
し
た
。

萱
町
が
明
治
十
三
年
に
、
本
町
が
明
治
二
十

九
年
に
新
調
し
、
新
町
が
明
治
三
十
四
年
に
購

入
し
（
後
に
昭
和
三
年
に
再
替
）
、
こ
こ
に
華

麗
な
名
古
屋
型
か
ら
く
り
山
車
が
、
田
原
の
地

に
誕
生
し
ま
し
た
。

毎
年
九
月
十
五
日
は
畳
山
車
を
中
心
に
、
御

輿
・
道
嚇
・
夜
山
車
な
ど
賑
や
か
に
行
わ
れ
、

十
六
日
は
畳
山
車
が
済
む
と
一
転
勇
壮
で
豪
華

な
煙
火
の
祭
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
、
三
台
の
か
ら
く
り
山
車
が

田
原
町
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
、

田
原
祭
も
城
下
町
田
原
を
代
表
す
る
伝
統
文
化

行
事
と
し
て
、
ま
た
今
日
で
も
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
白
井
孝
市
　
記
）



本
町
の
山
車
の

由
来
に
つ
い
て

鋼
帯
苦
′
号
外
う
そ

苛
劾
瑠
瑚
耀
爛

か

ん

え

い

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し

ち

け

ん

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
に
名
古
屋
の
七
間

町
（
今
の
丸
の
内
地
区
）
が
能
人
形
を
飾
っ
た

山
車
の
『
第
一
号
』
を
曳
き
出
し
た
、
こ
れ
が

山
車
機
巧
作
り
の
口
火
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

山
車
と
は
言
っ
て
も
光
昭
割
が
上
に
人
形
を
乗

せ
た
だ
け
の
物
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
之
に
刺
激

さ
れ
た
近
隣
の
町
内
が
競
っ
て
山
車
を
出
す
よ

う
に
な
り
、
段
々
と
趣
向
の
凝
っ
た
も
の
へ
と

進
ん
で
行
っ
た
と
記
録
に
痍
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
山
車
の
上
に
京
の
扇
鄭
麿
の
模
型
を
乗

お
お
な
ぎ
な
た
　
ペ
ん
け
い
　
う
し
わ
か
ま
る

せ
大
薙
刀
の
弁
慶
と
牛
若
丸
が
渡
り
合
う
か
ら

く
り
で
評
判
だ
っ
た
厭
離
劇
割
は
大
八
車
で
山

車
行
例
の
先
鞭
を
つ
け
た
七
間
町
の
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
か
ら
長
い
年
月
、
名
古
屋
の
町
人
の

祭
り
に
対
す
る
愛
情
が
次
第
に
豪
華
で
精
巧
な

機
巧
人
形
山
車
が
育
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
豪
華
な
山
車
を
我
ら
が
町
、
田
原
に
も

と
、
当
時
の
本
町
の
世
話
人
た
ち
が
大
変
な
努

力
と
苦
労
を
し
て
、
名
古
屋
の
一
流
職
人
を
総

動
員
し
て
、
作
ら
せ
た
も
の
で
、
お
祭
り
棟
九

即
と
、
そ
の
技
を
う
た
わ
れ
て
い
た
山
車
職
人
、

．碑
諸
押
‘
・

れ
キ
良
三
f
J
困

藤
塚
一
…

嶋

明
治
廿
九
年
九
月
二
十
三
日

山

車

新

調

費

明

細

取

詞

福
沢
三
三口

（
古
文
書
体
裁
　
半
紙
判
、
雁
皮
罫
紙
　
二
つ
折
、
か
ん
ぜ
よ
り
綴
り
）

明
治
弐
拾
九
年
九
月
弐
十
三
日

山
車
新
調
曹
明
細
取
調

一
■
金
弐
百
九
拾
弐
円
也

一
■
金
拾
弐
円
也

▲
金
三
円
六
拾
銭

小
計
金
三
百
七
円
六
拾
銭

名
古
屋
市
南
外
堀
町
二
丁
目
森
　
棟
九
郎

山
車
壱
輌
代
価

塗
物
容
器
拾
弐
個
代

チ
ャ
ウ
テ
ン
釣
金
具
四
十
本

名
古
屋
市
本
町
四
丁
目

一
室
ハ
拾
四
日
五
拾
六
銭
二
度

▲
■
食
拾
七
円
六
十
一
銭
九
厘

一
金
拾
弐
円

▲
■
金
拾
四
円
」
ハ
拾
九
銭
七
厘

小
計
食
壱
百
八
円
八
拾
ヒ
銭
七
庫

呉
服
商
大
丸
こ
と
下
村
正
太
郎

手
代
　
　
　
多
　
七

梅
　
吉

暮
四
張
表
ウ
ラ
代
仕
立
賃
共

水
引
三
方
ウ
ラ
代
及
仕
立
代
共

暮
フ
サ
四
組
代

法
被
及
綱
分
衣
裳
価

縫
　
師

一
金
五
拾
五
円
也

塗
物
届

一
念
⊥
ハ
拾
ヒ
円
五
十
顔

名
古
屋
市
宮
町
壱
「
日
佐
藤
　
理
ヒ

水
引
三
方
表
縫
科

名
占
尾
市
小
川
原
町

松
川
尾
弥
二
一
郎



動
員
し
て
、
作
ら
せ
た
も
の
で
、
お
祭
り
棟
九

郎
と
、
そ
の
技
を
う
た
わ
れ
て
い
た
山
車
職
人
、

ろ
＞
つ

▲
金
六
捨
ヒ
用
五
十
銭

七間町、橋弁慶の機巧の模型
右方の人形は当時の弁慶、牛若丸

（1989年・世界デザイン博覧会名古屋城会場に展示）

森
棟
九
郎
が
山
車
を
作
り
、
か
ら
く
り
人
形
は

門
前
町
方
松
寺
、
玉
谷
　
（
屋
）
　
正
芳
、
す
な
わ

ち
、
六
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
の
作
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
水
引
幕
の
刺
繍
は
五
雲
斉
と
雅
号
を
も
つ

刺
繍
職
人
が
、
大
幕
な
ど
の
飾
り
物
は
後
の
京

都
大
丸
の
前
身
に
当
た
る
本
町
の
大
丸
に
作
ら

せ
て
い
る
。
た
い
し
た
贅
沢
さ
だ
。
当
時
と
し

て
は
、
最
高
の
物
で
あ
ろ
う
。
そ
の
総
経
費
は

明
治
中
期
の
金
で
一
千
十
九
円
三
十
八
銭
九
厘

で
あ
っ
た
。
（
山
車
の
起
源
『
人
形
か
ら
く
り
』

『
機
巧
人
形
の
世
界
』
の
七
代
目
玉
屋
庄
兵
衛

氏
の
文
よ
り
一
部
抜
粋
）

ほ
ん
ま
ち
ガ
　
し
　
　
ゆ
い
い
っ
　
　
こ
も
ん
じ
ょ
　
　
　
　
　
ふ
く
さ
わ
さ
ん

本
町
山
車
の
唯
一
の
古
文
書
で
あ
る
福
沢
三

三
氏
の
　
『
山
車
新
調
費
明
細
詞
』
　
（
明
治
廿
九

年
九
月
廿
三
日
）
　
に
職
人
の
名
前
、
経
費
な
ど

一
金
八
拾
円
也

一
金
拾
円
也

小
計
金
九
拾
円
也

食
物
師

西
脇
喜
三
郎

山
車
壱
輌
全
部
食
物

慕
水
引
金
物
代
価

名
古
尾
市
車
町

箔
　
師

一
金
三
拾
九
円
九
拾
弐
銭

一
金
八
円
也

小
計
金
四
拾
七
円
九
拾
弐
銭

名
古
屋
市
住
吉
町

箔
尾
　
斬
七

山
車
壱
輌
用
箔
代
価

右
置
き
　
　
　
日
当

人
形
師

一
金
弐
拾
七
円
也

一
金
壱
円
五
十
銭

一
金
弐
円
拾
六
銭

一
金
参
拾
九
円
四
銭

一
金
九
円
三
十
四
銭
八
厘

小
計
金
七
拾
九
円
四
銭
八
厘

名
古
屋
市
裏
門
前
町
方
桧
寺
門
前

玉
谷
　
正
芳

人
形
三
個
代
価

物
台
彩
色
料

人
形
入
長
持
壱
個
代

人
形
衣
裳
大
丸
藤
市
払

右
衣
裳
仕
立
賃
並
l
二
人
形
小
道
具
代

提
灯
屋

一
金
八
円
三
十
六
銭

一
金
壱
円
九
十
銭

一
金
壱
円
也

小
計
金
拾
壱
円
弐
十
六
銭

名
古
屋
市
西
方
町
壱
丁
目亀
屋
　
幸
七

畳
チ
ャ
ウ
チ
ン
」
ハ
十
二
張
代

油
障
子
油
引
日
当

張
出
し
障
子
帳
代



明
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
山
車
輸
送
に

も
心
を
配
り
海
路
を
取
ら
ず
危
険
の
少
な
い
陸

路
を
運
ん
だ
と
古
老
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

山
車
（
作
者
＝
森
棟
九
郎
）
　
は
総
桧
造
で
完

全
な
名
古
屋
系
の
山
車
で
二
層
唐
破
風
屋
形
四

輪
（
外
輪
）
輪
が
け
で
覆
い
、
天
井
は
金
箔
押

し
合
天
井
、
庇
、
柱
、
勾
欄
は
黒
漆
塗
り
に
飾

り
金
具
を
付
け
、
上
山
　
（
大
将
座
又
は
人
形
舞

台
）
　
の
勾
欄
の
中
に
有
る
彫
刻
も
前
面
の
波
は

川
波
を
表
現
す
る
た
め
晴
蛤
を
波
間
に
配
し
、

両
側
面
と
後
面
に
は
緑
の
地
に
草
花
を
配
し
川

堤
を
表
現
し
、
水
引
幕
も
急
流
の
岩
に
砕
け
波

打
つ
川
面
に
鮎
の
踊
る
図
で
有
り
。
『
機
巧
固

菜
』
　
（
寛
政
八
年

細
川
頼
直
半
蔵
著
、
全
三

巻
）
　
下
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
る
　
『
魚
釣
人
形
』

の
鮎
を
釣
っ
た
と
言
わ
れ
る
、
肥
前
園
　
（
佐
賀

県
）
　
松
前
川
の
情
景
を
良
く
ま
と
め
ら
れ
名
古

屋
系
の
山
車
と
し
て
は
最
高
の
傑
作
で
あ
ろ
う
。

尚
、
大
意
の
金
具
類
も
本
町
の
雪
輪
を
形
ど

り
、
本
町
の
山
車
と
し
て
完
全
な
物
を
残
さ
れ

た
、
当
時
の
人
々
の
努
力
と
苦
労
に
対
し
深
く

感
謝
し
て
い
る
。
尚
、
今
回
大
修
復
さ
れ
た
が

購
入
当
時
の
形
態
が
良
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。

今
ま
で
山
車
の
名
称
は
不
明
と
さ
れ
て
い
た

が
今
回
山
車
収
納
庫
の
柱
に
銘
板
が
発
見
さ
れ

明
治
二
十
九
年
新
調
時
よ
り
　
『
神
功
皇
后
車
』

の
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●

名
古
屋
市
伝
馬
町
三
丁
目

一
金
弐
拾
七
円
六
十
三
銭
九
厘名

古
屋
市
袋
町

音
楽
商

一
金
弐
十
三
円
弐
銭

糸
屋
　
千
代
吉

苧
網
代

中
野
屋
　
宗
七

太
鼓
　
　
　
弐

小
づ
つ
み
　
三

大
笛
　
　
　
三

小
笛
　
　
　
二

山
地
車
代
金

一
金
八
円
三
十
二
銭

一
念
三
十
五
銭

一
念
弐
円
四
十
五
銭

一
金
弐
円
也

一
金
弐
円
三
十
一
銭

小
計
金
拾
五
円
四
十
三
銭

山
車
々
四
個
代

運
　
賃

真
木
　
　
二
本

真
木
　
　
壱
本

幸
　
作
　
料

七
日
分
山
本

祝
儀
及
旅
費
日
当

一
金
拾
五
円
也

一
金
弐
円
四
十
五
銭

一
金
五
円
七
十
銭

一
金
九
円
四
十
銭

一
金
三
十
銭

小
計
金
三
十
八
円
八
十
五
銭

森
　
棟
九
郎

祝
儀
及
旅
費
日
当

全
人
弟
子
旅
費
日
当

人
形
屋
玉
庄
及
旅
費
日
当
及
祝
儀

飯
田
先
生
廿
四
日
間
旅
費
日
当
祝
儀

舞
　
楽
　
版
　
権
　
料

荷
　
造
　
費
　
用

一
金
弐
円
三
十
八
銭

一
金
八
十
九
銭
五
庵

一
念
弐
円
六
十
二
銭

一
合
四
円
廿
九
銭
四
厘

小
計
金
治
円
拾
八
銭
九
度

森
　
棟
九
郎
渡
ス

白
止
へ
　
　
　
仝

柏
谷
佐
右
衛
門
へ

八
木
　
平

】

】

■

■

■

．

」

す
り
爪
へ
〃
伊
払
ヘ
ヤ
′
寸

旧
土
へ
、
　
ガ
ロ
m
H
L
ヽ



値段史表

の
名
称
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

山
車
、
機
巧
人
形
及
び
付
属
品
共
、
昭
和
六

十
三
年
七
月
一
日
に
田
原
町
の
有
形
民
俗
文
化

財
第
二
号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

（
鈴
木
敏
文
　
記
）

1
嚢
k
h
l
留

り

切

で

州
以
「
′
〃
イ
1
♪

膠
愕
搾
抒
膠
鼠
竹

．
君
麿
＼
、
覆
．

絶
怖
い
励
伊
仙
降
仁

密

塩

町

十
は
矛
へ
■

週刊朝日編　値段史年表（明治、昭和）より抜粋。（昭和63年6月3柑初版）

ロロ　　　 目 明 治25 ～35年 昭 和6 2年 倍率 品　　　 目 明 治25 －35年

8 円

25円

28 銭

54 銭

10銭

2銭

昭 和62年

121 ，784 円

25 0 ，000 円

2 ，800 円

13 ，728円

3 ，50 0円

270 円

倍 率

白　　 米 （10 キ ロ） 1円 12銭 3 ，7 80 円 3，375．0 小学校教員の初任給
Fl

15，223．0

12 ，000 ．0

10 000 0

味　 噌 （1 キ ロ） 7銭 33 1円 4，728．5 東 京大学 の授 業料

天　　 ど　　 ん 5銭 800 円 16，0肌 0 ・新　 聞 r購　 読 料

日　　 本　　 酒 （上 等）　 21銭 （特 級 ）2 ，720 円 12，952 ．0 大　 工　 手　 間　 賃 25，422．0

35，000．0

13 ，5（肌0

ビ　　　 ー　　　 ル 14銭 37 0円 2，643．0 畳表の裏返 し手間賃

牛　　　　　 乳 3－4 銭 7 0円 2．00仇0 入　 浴　 料 （銭湯 ）

郵便料 金 （封　 書） 3銭 60 円 2，0肌 0 芸　 者　 の　 玉　 代 25 銭 3 ，500 円 14，0肌 0

郵便 料 金 （はが き）

電 報 料 金

1銭 5厘

（15 字迄 ） 10銭

40 円 2，667．0

（25 字迄 ）30 0円 3，000．0 本 町 山 車 新 調 費 1 ，0 19 円38 銭9厘 ？？ ？

耳
偏
藍
際
信

丁
．
十
十
相
身
†
ノ
ノ
へ
．

－
－
－
－
・
．
－
■
．
・
．
．
．
日
干

．
げ
ぼ
腸
庖
♭
路
像
ト

・

－

－

－

－

－

－

　

ノ

　

　

．
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一

．

．

㌧

ム

■

」

「

■

【

．

■

1

一

．

．

　

　

－

　

　

　

1

一

一

｝

　

．

つ

′

い

ト

・

モ

‥

7

■

．

好

湧

け

ノ

直

上

＝

．
レ
町
．
潔
が
宵
叱
セ
喜
．
ト
序
か
握
針
目

声
明
．
草
花

〓
矧
皿
倒
削
州
聞
出

こ
そ
、
タ
γ
1
－
－
－
、
ヽ
｝

尾
は
監
制

藷
濫
作
反
廿
鼠
作

可

1

　

喜

．

：

　

■

　

＝

．

．

■

コ

．

－

．

・

；

‥

・

．

・

‥

∴

一
一
・
i
′
‥
イ
り
〆
り
∴
い

椎
之
都

合
L
ハ
H
也

金
工
目
し
ハ
十
銭

金
壱
日
也

令
五
日
也

合
宜
十
川
顔
九
僅

合
丘
1
－
才
八
十
銭

金
三
日
甘
関
銭
ヒ
庵

合
し
〓
九
卜
▲
銭

金
五
四
五
十
六
銭
三
憧

旧
中
土
‖
平
運
賃

松
安
へ
礼
及
車
貰

野
村
へ
謝
礼

L
ハ
花
連
補
助

河
合
善
丘
ハ
実
背

名
吉
尾
へ
宿
泊
　
伴

大
工
H
当
及
人
夫
貰

雑
日
和
　
店
払

経
　
費

．
食
二
両
仕
上
ハ
銭

．
金
柑
仁
八
錆
ヒ
厘

一
食
五
十
銭

▲
食
八
円

〆
食
丘
1
．
円
八
十
∵
銃
」
ハ
檀

◎
明
治
弐
卜
九
年
山
中
節
凋
惣
領

◎
∵
筈
壱
千
拾
九
円
一
二
拾
八
銭
九
厘

野
村
八
兵
衛
据
ス

情
人
金
利
十

伴
寿
作
へ
筆
料

雑
費
予
算

房
飾
り
の
結
び
方

文
箱
（
ふ
ぽ
こ
）
や
御
簾
（
み
す
）
　
の
飾
り
に

用
い
た
り
す
る
。
山
車
で
は
前
山
の
御
簾
と
大

幕
（
緋
暮
）
　
の
四
隅
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

蒸

●

　

●

　

●

　

●

　

●

水引幕の収納箱　　　　神功皇后車の銘板





．＿．．．＿．．．・．．．．＿＿＿－．・．＿＿＿＿＿＿」

か
ら
く
り
人
形
の
由
来

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
神
功
皇
后
が
武
内

宿
禰
と
協
力
し
て
新
羅

こ
ゝ
つ
　
く
　
h
ソ

（
三
韓
＝
新
羅
、
百
済

高
句
麗
）
を
討
伐
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
を
も
と

に
し
た
一
項
が
『
■
献
瑚
断
熱
』
　
（
寛
政
八
年
、

細
川
頼
直
半
歳
著
　
全
三
巻
）
の
下
巻
の
中
に

『
魚
釣
り
人
形
』
な
る
一
文
が
あ
る
。

人
形
そ
ろ
そ
ろ
と
淵
へ
釣
を
垂
れ
入
れ
暫
有
り

て
釣
竿
を
ず
っ
と
上
げ
れ
ば
、
魚
釣
に
喰
い
付

き
上
が
る
也
。
此
図
す
る
所
は
神
功
皇
后
、
肥

前
国
桧
浦
川
（
佐
賀
県
）
に
て
鮎
を
つ
り
拾
ふ

所
な
り
。
伝
（
前
出
日
本
書
紀
）
に
い
わ
く
皇

后
三
韓
退
治
の
御
志
有
之
、
針
を
ま
げ
て
釣
と

し
飯
を
餌
と
し
て
石
の
上
に
登
り
、
誓
っ
て
い

わ
く
我
三
韓
を
退
治
す
べ
く
は
魚
此
釣
を
飲
め

と
て
、
水
に
入
れ
給
え
ば
鮎
を
得
給
ふ
　
（
以
下

略）。六
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
は
こ
れ
を
参
考
に
し
て

制
作
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

返
り
目
が
出
来
る
と
共
に
舌
を
出
す
ユ
ニ
ー
ク

な
人
形
で
他
に
余
り
例
を
見
な
い
純
日
本
風
の

前
立
人
形
で
有
る
。

昭
和
四
十
五
年
頃
人
形
三
体
の
頭
（
顔
）
の

胡
粉
塗
替
修
復
及
び
練
り
糸
の
新
調
取
替

（
七
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
氏
に
依
頼
）

昭
和
四
十
年
代
終
り
頃
人
形
三
体
の
装
束
の

新
調
。

平
成
三
年
神
功
皇
后
の
水
干
を
新
調
、
武
内

宿
禰
の
鎧
の
復
元
、
前
立
人
形
の
首
の
修
理

を
お
こ
な
っ
た
（
八
代
目
玉
屋
庄
兵
衛
氏
に

依
頼
）

山
車

中
段
前
方
に
手
勾
欄
を
つ
け
た
前
山

の
前
人
形
（
采
振
人
形
）
は
一
般
に
唐
子
人
形

が
多
い
が
本
町
の
昭
酎
郎
㌘
手
に
は
、
扇
子
を

せ
ん
す

持
つ
男
装
の
童
女
で
目
、
口
に
細
工
が
有
り
、



参
　
考
　
資
　
料

か
ら
く
り
人
形
　
『
糸
か
ら
く
り
』

作
者
三
体
共
＝
六
代
目
玉
屋
庄
兵
衛

神
功
皇
后
＝
頭
は
胡
粉
　
（
白
）

眼
は
ギ
ヤ
マ
ン
、

艶
出
し

描
き
眉

口

一
皿
博
昭
所
腰
■
．
」

と
う
は
つ

頭
髪
は
し
ゃ
ぐ
ま

装
束
は
巫
女
姿

す
い
か
ん

（
白
衣
緋
袴
）

ま
が
た
ま

に
水
干
を
着
用
し
勾
玉
の
首
飾

り
を
つ
け
て
い
る
。
昔
は
金
欄

の
衣
服
に
袴
姿
で
あ
っ
た
　
『
田

原
町
民
俗
資
料
館
に
保
存
さ
れ

て
い
る
』

武
内
宿
禰
＝
頭
は
胡
粉
　
（
黄
土
色
）
艶
出
し

眼
は
ギ
ヤ
マ
ン
、
眉
髭
は
植
毛

頭
髪
は
し
ゃ
ぐ
ま

装
束
は
金
欄
の
鎧
直
垂
姿
で
あ

る
。

前
立
童
女
＝
頭
は
胡
粉
（
白
）
艶
出
し
、

描
き
眉
、
眼
、
口
　
（
返
り
目
、

舌
出
し
の
細
工
あ
り
）

装
束
は
袴
姿
で
両
手
に
扇
子
を

も
っ
て
い
る
。

し
ゃ
ぐ
ま
＝
ヤ
ク
の
尾
の
毛
、
縮
れ
毛
で
つ

く
っ
た
入
れ
毛
　
（
か
も
じ
）

（
註
）
ヤ
ク
（
Y
 
a
K
）
北
イ
ン
ド
、
チ
ベ
ッ
ト
な

ど
高
地
に
住
む
動
物
、
形
は
牛
に
似
て
強

大
、
角
が
あ
り
、
茶
色
の
長
い
毛
を
生
じ
、

尾
は
馬
の
尾
に
似
る
（
広
辞
苑
）

（
鈴
木
敏
文
　
田
中
健
治
　
記
）

神
功
皇
后
の
「
鮎
釣
り
」
の
所
作
は
「
初
出

羽
」
　
「
神
舞
」
　
「
大
辺
志
見
」
　
の
嚇
子
に
合
わ

せ
て
鮎
を
釣
り
上
げ
て
悦
ぶ
様
子
を
演
じ
ま
す
。

祭
礼
の
十
五
日
・
十
六
日
、
町
内
六
～
七
ヶ

所
で
山
車
を
停
め
て
披
露
し
、
三
町
の
山
車
が

十
五
日
は
八
幡
社
、
十
六
日
は
神
明
社
の
神
前

に
勢
揃
い
し
た
と
こ
ろ
で
奉
納
を
行
い
、
そ
の

日
の
舞
納
め
と
な
り
ま
す
。

操
作
は
神
功
皇
后
の
胴
と
両
手
を
一
人
、
足

と
頭
を
一
人
、
武
内
宿
禰
を
一
人
が
分
担
し
て

行
い
ま
す
。

所
作
は
先
ず
、
ピ
ー
・
ピ
ー
の
笛
の
合
図
と

ヨ
ー
イ
の
掛
声
で
始
ま
り
ま
す
。

「
初
出
羽
」
神
功
皇
后
が
ゆ
っ
く
り
と
野
原
の

風
景
を
眺
め
な
が
ら
川
原
へ
向
か
い

ま
す
。

「
神
　
　
舞
」
手
を
か
ざ
し
て
周
囲
を
見
渡
し
、

竿
を
振
り
上
げ
川
面
へ
糸
を
投
げ
入

れ
ま
す
。

「
大
辺
志
見
」
勢
い
よ
く
鮎
を
釣
り
上
げ
て
武
内



′■

武
内
宿
禰

宿
禰
と
小
踊
り
し
て
悦
び
、
前
後
・
左
右
の
見

物
人
に
見
せ
て
廻
り
竿
を
納
め
て
終
わ
り
ま
す
。

（
所
要
時
間
は
概
ね
三
分
三
十
秒
）

前
立
人
形
は
山
車
が
巡
行
中
は
た
え
ず
磯
子

に
合
わ
せ
、
時
に
は
ゆ
っ
く
り
と
、
時
に
は
早

く
は
げ
し
く
、
手
足
を
上
げ
、
首
を
振
り
、
体

を
左
右
に
動
か
し
華
や
か
に
景
気
づ
け
を
し
ま

す
。

、
大
、
角
が
あ
り
、
茶
色
の
長
い
壬

尾
は
馬
の
尾
に
似
る
（
広
辞
苑
）

（
鈴
木
敏
文
　
田
中
健
‥

時
折
り
舌
を
出
し
、
返
り
目
を
し
て

見
せ
な
が
ら
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
て

す
。神
功
皇
后
の
「
鮎
釣
り
」
の
所
作
申

し
て
休
み
ま
す
。

（
田
中
健
治



本
町
の
嚇
子
に
つ
い
て

へ
村
の
鎮
守
の
神
様
の

今
日
は
め
で
た
い
お
祭
り
日

ド
ン
ド
ン
ヒ
ヤ
ラ
ラ
　
ド
ン
ヒ
ヤ
ラ
ラ

ド
ン
ド
ン
ヒ
ヤ
ラ
ラ
　
ド
ン
ヒ
ヤ
ラ
ラ

朝
か
ら
聞
こ
え
る
笛
太
鼓
へ

こ
の
古
い
唱
歌
に
歌
わ
れ
た
「
笛
・
太
鼓
」

は
、
神
社
や
山
車
で
演
奏
さ
れ
る
嚇
子
を
指
す

の
だ
ろ
う
。
山
車
嚇
子
は
沢
山
の
人
々
が
、
綱

を
引
き
、
又
梶
取
り
の
人
々
が
重
い
山
車
を
一

気
に
持
ち
上
げ
る
為
の
志
気
を
鼓
舞
し
た
り

か
ら
く
り
人
形
の
奉
納
芸
を
リ
ー
ド
す
る
の
に

必
要
で
、
重
大
な
役
目
を
も
っ
て
い
る
。

か
ら
く
り
人
形
も
、
あ
る
時
は
ゆ
る
や
か
に
、

あ
る
時
は
速
く
激
し
く
演
奏
さ
れ
る
嚇
子
に
誘

導
さ
れ
て
動
き
が
滑
ら
か
に
な
り
、
表
情
動
作

が
生
き
生
き
と
輝
い
て
く
る
。

本
町
の
嚇
子
も
、
明
治
二
十
九
年
に
畳
山
車

が
新
調
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
当
時
の
若
衆
で

あ
っ
た
野
村
垂
兵
衛
・
福
沢
三
三
・
河
合
虎
三

郎
・
白
井
瀧
蔵
氏
等
が
中
心
と
な
っ
て
名
古
屋

か
ら
指
導
者
を
招
き
、
嘗
行
寺
に
お
い
て
約
一

ケ
月
間
、
猛
練
習
を
積
み
覚
え
た
輝
子
が
今
日

ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
山
車
嚇
子

は
各
山
車
に
よ
っ
て
す
べ
て
曲
が
違
い
、
か
ら

く
り
演
技
等
に
合
っ
た
も
の
が
演
奏
さ
れ
る
。

本
町
の
山
車
嚇
子
に
は
、

①
道
行
き
（
目
的
地
へ
の
行
き
帰
り
）
四
能
、

三
番
曳
、
獅
子
、
下
り
羽
、
五
条
橋
（
七

間
町
）
、
田
原
ば
や
し

②
曲
場
、
ど
ん
て
ん
　
（
方
向
を
変
え
る
）
車

切
り

③
人
形
の
演
技
（
能
楽
か
ら
と
っ
た
曲
で
、

か
ら
く
り
人
形
を
踊
ら
せ
る
）
初
出
羽
、

神
舞
、
大
辺
志
見

三
番
翌
、
車
切
り
、
初
出
羽
、
神
舞
、
大

辺
志
兄
に
は
笛
の
中
で
も
、
能
管
が
使
用
さ
れ

る
。
能
管
は
力
強
く
深
み
の
あ
る
音
色
が
特
徴

的
で
、
少
し
高
度
な
技
術
を
必
要
と
さ
れ
る
。

四
能
、
獅
子
、
五
条
橋
、
下
り
羽
、
田
原
ば

や
し
は
篠
笛
（
竹
笛
）
が
使
用
さ
れ
、
繊
細
な

哀
感
が
あ
り
大
変
吹
き
易
い
。
現
在
で
は
下
り

羽
、
田
原
ば
や
し
の
曲
は
伝
承
者
が
な
い
為
演

奏
さ
れ
て
い
な
い
。

嚇
子
に
は
笛
の
他
に
、
大
太
鼓
一
、
小
太
鼓

二
、
鼓
三
が
演
奏
に
加
わ
っ
て
い
る
。
畳
山
車

に
乗
る
嚇
子
方
は
十
三
名
か
ら
十
五
名
位
で
、

笛
の
メ
ン
バ
ー
が
多
い
時
は
山
車
の
後
か
ら
徒

歩
で
付
い
て
行
く
こ
と
が
あ
る
。

私
が
嚇
子
方
と
し
て
仲
間
入
り
し
た
の
は
昭

和
二
十
四
年
頃
で
、
そ
の
当
時
は
本
町
会
館
で

約
一
ケ
月
間
、
毎
夜
練
習
に
励
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
笛
方
は
青
竹
を
笛
の
寸
法
に
切
っ
た
も
の

を
使
い
、
大
太
鼓
、
小
太
鼓
方
は
自
分
の
両
膝

を
、
鼓
方
は
左
肘
を
叩
い
て
先
輩
の
調
子
に
合

わ
せ
練
習
し
た
も
の
で
す
。
後
で
袖
や
ズ
ボ
ン

を
ま
く
っ
て
肌
の
赤
く
な
っ
て
い
な
い
者
は
き

つ
く
注
意
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
よ
う
に
扇
風
機

の
な
い
当
時
は
、
若
い
手
の
す
い
た
者
は
先
輩

の
う
し
ろ
か
ら
団
扇
で
風
を
送
っ
て
暑
さ
を
や

わ
ら
げ
る
役
目
も
し
て
い
ま
し
た
。
見
習
い
中

は
ア
グ
ラ
を
か
い
た
り
タ
バ
コ
を
喫
っ
た
り
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

夜
山
車
の
磯
子
は
主
に
、
五
条
橋
の
曲
が
追

行
と
し
て
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
若
い
頃

に
は
↓
時
ノ
ー
エ
節
を
演
奏
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
最
近
は
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
長
い
年
月
を

か
け
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
輝
子
を
、

こ
れ
か
ら
も
次
の
世
代
の
方
々
に
伝
え
末
長
く

守
っ
て
行
き
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。

（
森
下
省
三
　
記
）

I

l

i

一

一

‥

・

・

‥

－

・

I

 

I

－

1

－

－

－

－

－

1

1

‥

j

I

！

1

－

・

・

・

I

I

1

－

・

－

－

∴

－

－

－

1

　

－

－

－

－

1

－

1

－

－

－

1

！

‥

　

I

i

1

1

－

‥

－

－

・

・

－

・

－

－

‥

－

・

・

．

。

．

・

！

　

t

■

－

－

・

■

　

■

■

一

－

・

　

　

　

　

、



ヶ
月
間
、
猛
練
習
を
積
み
覚
え
た
嚇
子
が
今
日

ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
山
車
嚇
子

二
、
鼓
三
が
演
奏
に
加
わ
っ
て
い
る
。
畳
山
車

に
乗
る
嚇
子
方
は
十
三
名
か
ら
十
五
名
位
で
、

（
森
下
省
三
　
記
）

懐
か
し
い
昔
の
祭
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

〇
　
六
花
連
に
入
り
、
昼
山
車
の
嚇
子
方
と
し
て

笛
を
担
当
す
る
様
先
輩
に
言
わ
れ
た
が
、
当
時

の
練
習
風
景
は
、
先
輩
の
後
に
正
座
し
指
だ
け

動
か
す
動
作
し
か
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、
笛
に
は

決
し
て
さ
わ
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

○
　
楽
器
に
は
さ
わ
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、
大
太
鼓
・

鼓
の
場
合
、
自
分
の
膝
を
手
で
た
た
い
て
調
子

を
と
る
練
習
を
し
た
。

○
　
星
山
車
購
入
の
際
、
名
古
屋
か
ら
師
匠
を
招

へ
い
し
、
約
一
か
日
程
泊
り
込
み
で
嚇
子
の
練

習
を
し
た
も
の
だ
と
長
老
か
ら
よ
く
聞
か
さ
れ

た
。

○
　
当
時
の
笛
の
先
生
は
、
「
ト
ラ
さ
ん
」
と
い

わ
れ
、
非
常
に
厳
し
い
人
で
あ
っ
た
。

嚇
子
方
の
練
習
の
時
は
、
先
輩
格
の
師
匠
の

後
で
、
暑
い
夏
の
こ
と
ゆ
え
団
扇
で
師
匠
を
あ

お
い
だ
も
の
だ
っ
た
。

煙
草
な
ど
は
、
練
習
中
は
決
し
て
吸
わ
せ
て

も
ら
え
な
か
っ
た
。

担
当
す
る
楽
器
は
、
自
分
が
や
り
た
い
も
の

を
す
る
の
で
は
な
く
、
目
上
の
先
輩
が
決
め
た

の
で
や
り
た
い
楽
器
が
あ
っ
て
も
出
来
な
か
っ

た
。

○
　
本
町
独
自
の
踊
り
と
し
て
、
芸
者
か
ら
教
わ

っ
た
の
が
「
お
若
い
衆
」
「
タ
コ
が
ニ
ュ
ー
」
。

当
時
の
雪
輪
組
＝
（
消
防
団
員
）
は
煙
火
の
み

で
三
十
五
歳
ま
で
。

の
ん
き
連
は
、
消
防
を
抜
け
た
者
で
構
成
さ

れ
、
現
在
の
厄
年
主
体
と
な
っ
た
の
は
消
防
団

の
合
併
の
頃
だ
っ
た
と
思
う
。

こ
の
当
時
に
大
筒
に
乗
せ
て
も
ら
う
に
は
、

い
く
ら
か
の
金
を
積
ん
で
組
に
支
払
う
の
が
慣

例
。
女
房
と
喧
嘩
と
な
り
、
あ
わ
や
夫
婦
別
れ

寸
前
ま
で
い
っ
た
。

当
時
の
本
町
の
構
成
は
、

六
花
連
は
御
輿
と
夜
山
車
の

お
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
だ
っ
た
。
特
に
置
き
屋

通
い
は
、
夜
山
車
に
い
い
芸
者
に
乗
っ
て
踊
っ

て
も
▲
ウ
フ
た
め
、
他
町
の
若
い
衆
と
芸
者
の
奪

い
合
い
と
な
る
ほ
ど
盛
ん
だ
っ
た
。

○
　
お
祭
り
が
近
づ
く
と
、
若
い
衆
と
芸
者
の
心

中
事
件
が
よ
く
あ
っ
た
。
な
か
に
は
、
火
を
付

け
る
輩
も
い
た
。

芸
者
通
い
は
、
三
十
日
間
ほ
ど
、
し
か
も
朝
帰

り
が
ほ
と
ん
ど
。

当
時
は
、
国
道
二
五
九
号
で
市
が
開
か
れ
て

い
た
。
芸
者
の
置
き
屋
は
、
国
道
の
南
側
に
何

軒
も
あ
り
、
置
き
屋
か
ら
朝
帰
り
の
と
き
、
浴

衣
が
け
の
た
め
恥
ず
か
し
く
て
、
国
道
を
渡
る

の
が
た
め
ら
わ
れ
た
。

み
に
専
念
し
、
煙
火
は
雪
輪

組
、
遺
嚇
子
は
の
ん
き
連
。

○
　
御
輿
の
担
ぎ
方
の
練
習
が

あ
り
、
背
の
順
に
並
ば
さ
れ

て
、
声
の
出
し
方
・
足
の
運

び
方
を
教
え
ら
れ
、
練
習
は

本
町
会
館
の
二
階
だ
っ
た
。

六
花
連
時
代
は
、
お
嚇
子

の
練
習
1
踊
り
の
練
習
1
寄

付
ま
わ
り
1
置
き
屋
通
い
の

夜山風景



戦
時
中
は
、
祭
も
は
で
に
は
行
え
な
か
っ
た

の
で
夜
山
車
も
出
ず
、
嘗
行
寺
の
境
内
で
相
撲

を
と
っ
た
り
し
た
も
の
で
寂
し
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
紀
元
二
六
〇
〇
年
祭
で
は
畳
山
車
、
夜

山
車
が
出
さ
れ
た
。

若
い
衆
の
中
に
は
、
威
勢
の
い
い
者
も
い
て
、

頭
を
剃
っ
た
り
、
蝶
々
結
び
を
し
た
り
、
か
つ

ら
を
か
ぶ
り
嫁
さ
ん
の
着
物
を
着
た
り
す
る
ほ

ど
。夜
山
車
の
「
生
き
人
形
」
紀
元
二
六
〇
〇
年

の
こ
ろ
。

横
田
音
次
郎
さ
ん
、
森
下
界
次
さ
ん
ら
が
『
湊

川
の
別
れ
』
　
の
楠
正
成
ら
に
扮
し
て
、
針
金
で

腕
を
吊
っ
て
夜
山
車
が
町
内
を
ま
わ
る
間
中
ず

っ
と
乗
っ
て
い
た
。

夜
山
車
で
の
喧
嘩
は
、
ひ
ん
ぽ
ん
に
あ
っ
た

が
中
央
分
団
が
結
成
さ
れ
て
か
ら
は
減
っ
た
。

手
簡
は
、
当
時
自
分
た
ち
で
火
薬
を
つ
め
、

「
ひ
い
ち
池
」
で
出
し
た
。

場
所
は
、
ひ
い
ち
池
1
神
明
社
、
打
上
煙
火

は
今
の
㊤
駐
車
場
1
参
天
地
下
1
晩
田
と
変
遷

し
た
。
手
簡
花
火
を
「
ひ
い
ち
池
」
で
だ
し
て
い
た

時
に
、
最
後
の
は
ね
が
浜
田
さ
ん
に
当
た
り
全

身
火
傷
を
し
た
。
こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
で
野

村
垂
兵
衛
氏
に
よ
り
中
止
さ
せ
ら
れ
た
。

七
・
八
年
た
っ
た
頃
、
花
火
の
寄
付
に
野
村

重
兵
衛
氏
の
と
こ
ろ
へ
い
っ
た
時
に
、
「
花
火

な
ど
と
ん
で
も
な
い
」
と
猛
反
対
さ
れ
、
和
田

屋
さ
ん
に
寄
付
の
依
頼
を
し
た
が
野
村
さ
ん
が

反
対
し
て
い
る
の
に
寄
付
を
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
、
と
断
ら
れ
た
た
め
に
野
村
さ
ん
と
和

田
屋
さ
ん
の
間
を
ど
れ
だ
け
往
復
し
た
こ
と
か
。

○
　
昼
山
車
の
梶
取
り
で
は
、
道
路
が
　
（
現
在
と

比
較
し
て
）
非
常
に
狭
か
っ
た
の
で
難
儀
を
し

た
。
特
に
、
上
町
の
角
付
近
で
は
浪
花
屋
さ
ん

の
店
先
に
突
っ
込
ん
だ
り
、
看
板
に
傷
を
つ
け

た
り
し
て
、
苦
情
の
絶
え
間
が
な
か
っ
た
。

平
成
四
年
九
月
二
十
七
日

座
談
会
出
席
メ
ン
バ
ー林加

　
藤

山
　
内

冨
　
田

横
　
田

松
　
井

高
　
橋

茂克則

編
集
委
員

（
鈴
木
二
二
・
石
川
　
厚

車同雄雄章成彦明男夜山車の生き人形
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山
車
修
復
事
業
経
過
報
告

平
成
三
年
　
九
月
二
六
日
　
役
員
会

本
年
九
月
十
五
日
の
祭
典
時
に
お
い
て
破
損
し
た
山
車

層
根
の
修
復
及
び
付
随
計
画
に
つ
い
て
審
議
。

（
計
画
概
要
）

＊
飾
り
金
具
　
　
専
門
家
に
鑑
定
依
頼

＊
屋
根
　
　
　
　
現
状
の
ま
ま
で
修
復

＊
う
る
し
　
　
　
　
専
門
家
に
鑑
定
依
頼
し
、
全
面
修
復

＊
提
灯
　
　
　
　
「
本
町
」
の
名
入
り
八
個

そ
の
他
二
十
前
後

＊
車
輪
保
護
枠
　
　
う
る
し
塗
装
、
金
具
（
鉄
製
）
塗
装
、

ひ
の
き
作
り

＊
障
子
の
取
付
金
具
の
修
理

＊
碁
の
取
替
　
　
水
引
幕
・
大
幕

＊
引
き
綱
の
取
替
　
赤
・
黒
・
白
の
三
色
の
藁
の
ロ
ー
プ

＊
屋
根
の
せ
り
あ
げ
用
ロ
ー
プ
　
麻

＊
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ

＊
山
車
の
屋
根
の
雨
避
け

＊
欄
干
の
欠
陥
部
品

十
月
　
九
日
　
評
議
員
会

山
車
修
復
の
概
算
見
積
金
額
を
提
示
し
、
評
議
員
の
意

見
聴
聞
。

十
月
十
七
日
　
山
車
の
検
証

十
一
月
　
八
日
　
役
員
会

修
復
事
業
予
算
に
関
す
る
審
議
。
龍
村
美
術
織
物
よ
り

水
引
幕
等
の
見
積
を
提
出
。

十
一
月
十
二
日
　
評
議
員
会

事
業
予
算
に
つ
い
て
討
論
。
町
及
び
区
の
補
助
金
・
町

内
各
戸
月
掛
け
六
カ
月
分
の
負
担
金
・
篤
志
寄
付
・
本

町
自
治
会
特
別
基
金
に
て
充
当
す
る
こ
と
に
決
定
。

平
成
四
年
一
月
十
七
日
　
役
員
会

寄
付
金
に
つ
い
て
集
金
時
期
等
を
審
議
。

二
月
　
三
日
　
役
員
会

山
車
の
装
飾
部
分
の
解
体
等
を
審
議
。

二
月
　
九
日
　
山
車
装
飾
部
分
解
体

専
門
業
者
に
修
復
依
頼
。

八
月
　
九
日
　
「
本
町
の
山
車
」
修
復
記
念
誌
編
集
委
員
会
発
足

編
集
方
針
・
内
容
構
成
・
発
行
部
数
・
出
版
時
期
等
を
討
議
。

八
月
二
二
日
　
編
集
委
員
会

八
月
二
三
日
　
山
車
装
飾
部
分
組
立

う
る
し
塗
装
等
の
装
飾
部
分
・
引
き
綱
等
が
完
成
し
た

た
め
、
山
車
を
組
み
立
て
る
。
水
引
暮
・
大
幕
は
間
に

合
わ
な
い
た
め
、
今
年
の
祭
典
に
は
従
来
の
幕
を
使
用

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

九
月
二
七
日
　
座
談
会

田
原
祭
り
に
詳
し
い
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
昔

の
祭
り
の
思
い
出
話
を
語
っ
て
も
ら
い
、
記
念
誌
編
集

の
資
料
と
す
る
。

平
成
五
年
　
二
月
　
四
日
　
編
集
委
員
に
て
京
都
出
張

龍
村
美
術
織
物
訪
問
、
水
引
幕
等
の
検
収
を
行
う
。

二
月
九
÷
一
・
十
四
日
、
三
月
十
四
三
一
日
　
編
集
委
員
会

四
月
十
二
日
　
水
引
暮
完
成

龍
村
美
術
よ
り
水
引
幕
等
が
届
け
ら
れ
山
車
に
装
飾
。

四
月
十
八
日
　
新
調
の
山
車
組
立

五
月
十
五
日
　
編
集
委
員
会

五
月
十
九
日
　
水
引
幕
・
大
意
の
調
整

龍
村
美
術
を
招
へ
い
し
、
幕
の
調
整
を
行
う
。

『
昼
山
車
修
復
事
業
費
概
要
』

水
引
暮
、
大
意
の
新
調

漆
塗
装
、
金
箔
押
し
仕
上
げ
等

屋
根
土
台
、
車
輪
等
修
繕

提
灯
、
引
き
幕
、
ロ
ー
プ
・
シ
ー
ト
等

エ
ハ
0
0
万
円

四
六
〇
万
月

二
二
〇
万
円

六
〇
万
円



内
各
戸
月
掛
け
六
カ
月
分
の
負
担
金
・
篤
志
寄
付
・
本

町
自
治
会
特
別
基
金
に
て
充
当
す
る
こ
と
に
決
定
。

屋
根
土
台
、
車
輪
等
修
繕

提
灯
、
引
き
幕
、
ロ
ー
プ
・
シ
ー
ト
等

二
二
〇
万

六
〇
万

塾

1

1

▲

　

し

編
　
集
　
後
　
記

約
一
世
紀
の
歳
月
を
経
て
、
今
日
ま
で
引
き

継
が
れ
て
き
ま
し
た
本
町
昼
山
車
を
、
こ
の
機

会
に
、
今
一
度
見
直
そ
う
と
、
こ
の
記
念
誌
が

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

昼
山
車
の
修
復
ぐ
ら
い
で
、
記
念
誌
発
行
ま

で
し
な
く
て
も
、
と
い
う
考
え
も
片
方
に
あ
り

ま
し
た
が
、
現
実
に
編
集
作
業
を
し
て
み
ま
す

と
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
く
て
よ
か
っ
た
と
、

つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
当
時
の
記
録
や
資
料
、

そ
し
て
、
何
よ
り
も
ま
し
て
、
両
親
・
祖
父
母

か
ら
語
り
継
が
れ
た
昔
の
祭
り
の
様
子
の
記
憶

が
、
今
ま
さ
に
失
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

取
材
可
能
な
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
の
な
か
で
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
、
集
め
ら
れ
る
限
り
の
資
料

・
遺
物
・
記
録
・
参
考
文
献
を
元
に
、
史
実
に

即
し
た
編
集
を
心
が
け
た
つ
も
り
で
あ
り
ま
す

が
、
な
に
せ
素
人
ば
か
り
の
メ
ン
バ
ー
で
す
の

で
、
至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
々
あ
ろ
う
か
と
存

じ
ま
す
。
各
項
目
ご
と
に
分
担
を
し
て
起
稿
し

ま
し
た
の
で
、
文
責
を
負
う
よ
う
氏
名
を
記
載

し
ま
し
た
。

娯
楽
の
す
く
な
か
っ
た
当
時
の
人
々
の
『
祭
』

へ
の
深
い
思
い
入
れ
、
小
さ
な
町
で
あ
り
な
が

ら
豪
華
絢
欄
な
山
車
を
奮
発
し
た
旦
那
衆
の
心

意
気
、
祭
り
を
守
り
育
て
て
き
た
先
人
達
の
苦

楽
等
々
を
、
行
間
か
ら
汲
み
取
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
編
集
者
一
同
の
な
に
よ
り
の
喜
び
で
す
。

（
別
所
淳
二
　
記
）

《
参
考
文
献
》

寓
留
書

御
祐
筆
部
屋
日
記

御
用
八
方
日
記

御
用
方
手
控
日
記

機
巧
人
形
の
世
界

機
巧
固
葉

宝
暦
　
三
年

宝
暦
　
七
年

文
化
十
四
年

文
政
　
三
年

文
政
　
五
年

文
政
　
六
年

七
代
目
玉
屋
庄
兵
衛

中
日
新
聞
社
発
行

細
川
頼
直
半
歳

本
　
町
　
山
　
車

修
　
復
　
委
　
員

田
中
　
健
治

岡
本
　
昭
悟

加
子
　
　
宏

光
部
　
隆
夫

田
中
　
忠
雄

鳥
井
　
英
豆

別
所
　
淳
二

広
中
　
貴
彦

鈴

木

一

三

江
守
　
正
吉

石
川
　
　
厚

本
町
山
車
修
復

記
念
誌
編
集
委
員

鈴
木
　
敏
文

田
中
健
　
治

岡
本
　
昭
悟

森
下
　
省
三

白
井
　
孝
市

別
所
　
淳
二

鈴

木

一

三

石
川
　
　
厚

江
戸
科
学
古
典
叢
書
（
恒
和
出
版
）

か
ら
く
り
人
形
の
宝
庫

千
田
靖
子
　
中
日
出
版
社

か
ら
く
り
人
形
の
文
化
論

高
梨
生
馬
　
学
芸
書
林

本
町
山
車
修
復
記
念

本
町
　
の
　
山
車

平
成
五
年
三
月
吉
日

発
行
　
本
町
自
治
会

編
集
　
本
町
山
車
修
復
記
念
誌

編
集
委
員
会
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